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〔修士論文要旨〕
平成28年熊本地震における臨床心理学的研究
一生きがいとレジリエンスに視点を当てて一
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I 問題・目的         があれば,心の豊かさは失われないのではないだ
平成98年熊本地震 (以 下熊本地震)は,平成28  ろ うかと思われる。
年 4月 14日 以降,熊本 0大分を中心に発生 した,   人間のこころは本来 ,大震災後, トラウマ体験
最大震度7を 2回記録す る地震である。熊本県,  が引き起 こす葛藤が和 らげられ,自 分が苦難を体
大分県合わせて8674棟 が全壊 し,249名 の死者を  験 したことの意味を見いだ し,それを自分の人生
出 した。また,余震 も多 く,震度 1)〕ノt上 の地震が  全体の流れの中に位置づけてい く,そのようなこ
同年 12月 までに4411回 発生 している (内 閣府,  ころの作業を行っていくようなレジリエンスを持っ
9017ヽ                    ているの小塩他 (2002)は , レジリエンスの状~V`° /じ                       ‐                                          :_、        !^、
自然災害は,被災した人 の々住まいや町を破壊  態にある者の心理的特1生 として,新たな出来事に
し,職業や暮らし向きに大きな影響を与える:,ま  興味や関心をもち, さまざまなことにチャレンジ
た,人 と人 とのつなが りを分断 し, こころとか ら  してし`こうとする 「新奇 1生追求」, 自分の感 晴を
だに著 しいス トレスを与える。それは時には,心   うまく制御す ることができる 「感情調整」,明 る
:1勺 外傷 (ト ラウマ)と なつて,被災 した人々の心  くポジテ ィブな未来を予想 し,その将来に向けて
を大 きく傷つけることもある (亀岡,2017)。 久  努力 しようとす る 「肯定的な未来志向」の3つ を
留 (2004)に よると,心白′勺外傷 (ト ラウマ)と   見出 した。
は,事件 。事故・災害などをイ′本験 した際のフ重い   そこで本研究では,仮説を見出すための質的研
心の傷のことであ り,イ国人に, 自我が対応できな  究 としてり被災 した人々の地震前後の心理的変化
いほどの強い刺激的あるいは打撃白
/も な体験が加 え  をどのように経験 してし`るのかインタビューを実
られることである。               施 し,そ こで叙述 された内容から生きがい とレジ
地震による トラウマについては,これまでも様々  リエンスの状態を把握することを目白そヮとするcl
な研究がされている。阪神・淡路大震災において,           X 方法
特に,家族や隣人を失った人では,男 女を問わず  研究協力者 熊本地震により住居を失 くした (大
睡眠障害,抑 うつ感の相談比率が高 く,その後の  規模半壊)3名 仏 ,B,C)に 依頼 した。
生活の 目処が立たない絶望感やその後の生活での  調査期間 2017年 8月 ～9月
介護疲れや近親者の死などの二次的ス トレスの影  言り同査方法 熊本地震により住居を失 くした3名 に
響が大 きく関与 していた (兵庫県 こころのケア  対 して,フ ェイスシー ト (年齢,家 ,テ矢構成,職業 ,
セ ンター,2001;有園 ら,2007)。 このよ うに, 勤務歴 とい う基本 }青 報,被災状況)への回答 ,
大きな地震は トラウマに力日え,二次的ス トレスや  インタビュー調査を実施 し,質問紙調査 (精神的
喪失 といった被災 した個人の悲嘆や絶望感,生 き  回復力尺度,PIL尺度 Part A)を施行 した。精
がい等に影響を及ぼす ことが示唆 される。     本中白勺回復力尺度は 「地震発生前」「地震発生直後」
生きがいについて,神谷 (1966)は ,「 人間が  「現在」り PIL尺 度 は今 ::;見 在 について回答 して も
いきいきと生きて行 くために,生きがいほど必要  らった。
なものはない」 と述べている。飯 田 (1990)は ,  インタ ビュー内容  フエイスシ
~卜 をもとに ,
「物の豊かさ」 と,「生きがい」や 「幸せ」 とい う  「地震発生時」,「住居を失 くした後」,「現在」を
「心の豊かさ」はあまり関係がない と述べている。  振 り返 りなが ら自己の感 晴を語ってもらった。
物質的にどんなに豊かでも,幸せで生きがいを感   イ ンタビューの際は,C.ロ ジヤ
~ス (1972)
じることができるとは限 らない。逆に,物質的に  のクライエン ト中心療法のアプローチに準拠する
はどんなに貧 しくても,幸せで生きがいに満ち溢  ことで,喪失体験を乗 り越えている力になってい
れた人生を送 ることができる (飯 田, 1990)。 こ  るものや感 晴をより
~丁
寧に深めて聴 くことができ
のことか ら,震災で喪失体験をして も,生きがい  た。できる限 り先入観 を排除 して,感購の認知・
-52-
反射・明確化を中心に,研究協力者が自己の自然
な感 清を表明 しやすいよう心掛けた。
分析方法 現象学的分析を行った。テーマを設定
する際は,そのテーマが研究者の主観のみになら
ないよう,4名 で合評をおこなった。
Ⅲ 結果・考察
地震により被災した3名 の方の語 りから,Aは
〈職場『第一』というスタンスと了解 してくれて
いる家族)(自 分の職業への誇 り)な ど14のテー
マ,Bは (本震 :『ただごとではない』危険を感
じる地震,不安)(生 きがい,家族が帰ってくる
場所 (家 )づ くり)な ど8つ のテーマ,Cは 〈『虫
の知 らせ』,備えあれば憂いなし,適切な状況判
断)(未来志向)な ど11の テーマが導き出された。
3名 の叙述から得られたテーマをまとめた結果 ,
【非常時の冷静な判断力】 【生の実感】 【不満】
【周 りの支えI I母親 として子どもの心配】 【精
神的不調】 【震災の良い影響】 【生きがい】 【未
来志向I I回復】の10の新たなテーマが現れた。
【非常時の冷静な判断力】について,特にAは ,
職場での管理者 としての責任や,そ の場に応 じた
適切な状況判断がされていた。叙述では『患者さ
んたちを1人 も,1人もケガさせることなく避難っ
てどうさせたらいいんだろう』などが語られた。
【生の実感】について特にBは ,地震で家が崩
れてくるのではないかとい う死の恐怖と,避難 し
てから命が助かったとい う安心を感 じていた。叙
述では『命だけは助かった』などが語 られた。
【不満】については,職場や国,県,役場の対
応に不満を感 じていた。叙述の中身 として『未だ
に避難訓練もしてない』(A)『不平不満がいっぱ
い溜まってる』(C)な どが語られた。
I周 りの支え】について,地震直後や避難 して
からは,家族や職場,地域,ボ ランティアなど,
周 りの人′々の支えに感謝していた。叙述の中身と
して『自分がほんと1人 じゃないって t/島 うか,支
えられてるんだな―』(B)な どが語られた。
【母親 として子どもの心配】については,特に
Aは トラウマの心配をしていたc叙述の中身とし
て『地震があってから|ま (1人で色々な所に行く
のが)怖いみたいで,初めてのととをま (1人で行
くのは)ダメみたい』(A)な どが語られた。
【精神的不調】については,地震発生後,精神
的不調を感 じていた。叙述の中身として『 (母の
通院などと重なり)ち ょっと気持ち的にですね ,
精神的にちょっときつくなった』(B)な どが語 ら
れた。
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【震災の良い影響】について,特にAは震災を
通して良かったことや,良い気付きがあった。叙
述の中身として『元々家建てなおしたいって思っ
て家を勉強してた』などが語 られた。
【生きがい】については,家 を再建 して子ども
や孫が帰ってくるのを楽しみにしていたり, 自分
の職業への誇 りがより強くなっていた。叙述の中
身 として『看護師で良かった』(A)『孫の成長と
かはね,見るのが一番, じいばあにとってはハハ
ハハ〈笑う〉心の支えですね』(B)『私死んだらみ
んな困る』(C)な どが語られた。
【未来志向】について,今は家族と,夢や未来
のことについて語ることが出来ていた。叙述の中
身として『自分たちが生き生きと暮らしていくた
めには,あ の―,家をやっぱ再建していくべきか
な』(B)『 (家族と)宝くじ当たらんかな―。って
言ってます。』(C)な どが語られた。
【回復】について,地震発生前は落ち込んでい
た気持ちが今は落ち着いてきていた。叙述の中身
として『幸いだったのは,色んなとこで (地震の
ときのことを)しゃべれるよう,し ゃべれる,しゃ
べるという経験をさせられた』(A)精神的 |こ 支え
てもらってるし,随分落ち着いては来てる』(B)
『くよくよ考えても仕方ないよね』(C)な どが語
られた。
これらの叙述と質問紙の内容から,Aは高いレ
ジリエンスを持ってお り,ま た,生きがいである
仕事が,Aの レジジエンスを高める作用になって
いるように思われた。Bは ,孫や子がいるおかげ
で今後のことに目を向けることができたため,孫
や子 とい う存在がBの レジリエンスを高めている
ように思った。Cは ,今はまだ生きがいと呼べる
ようなものはないようだったも しかしながら,さ
さやかな楽しみはもてていた。これから時間をか
けて,生 きがいや趣味を見つけていくように思わ
れた。
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